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1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和6年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施 5.令和5年度事業実績、評価等（Check）　R6.8実施

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

会計 一般会計 まちづくりの方向性 人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能なまちづくり

款 総務費 まちづくり戦略 多様な主体の協働による地域コミュニティの活性化
総合計画

市長公約
強く！～自然と向き合い暮らす強さ～
　暮らしの糧となる新しい「なりわい」を創出します

根拠計画
過疎地域持続的発展計画項 総務管理費

担当課 総合政策部　地域政策課 内線 2408 目 企画費

予
算

事業名 20990 地域政策推進事業費

総合計画等　主な指標 R4実績 R5実績 R6目標

実施計画額

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 (d)-(c)

18,242

国費　（ 

5,840 22,682 24,082 24,082

その他（ 夢・まちづくり基金繰入金、飛騨高山ふるさと基金繰入金 3,000 △ 3,000

県費　（ 

21,242

個票枝番 主な事業内容 査定額

一般財源 2,840 22,682 24,082

説明

地域政策の推進 250 292

24,082

18,240

地域の課題解決に向けた活動に対する支援 5,590 5,550

地域おこし協力隊の活用

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

・地域の課題解決に向けた活動に対する支援に必要な経費を計上
・地域おこし協力隊員の募集及び活動に必要な経費を計上

R4完了 R5完了

R5完了予定 R6完了予定

評価等 評価等
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり

目的 ・地域の振興に関する企画及び調整に取り組み地域政策を推進する。 概要

・地域の課題解決に向けた活動に対する支援を行う。
・地域おこし協力隊を活用して地域活動の促進に取り組む。
・地域の振興に関する企画及び調整などの取り組みをすすめる。
・支所と関連部局間の連絡調整を行い地域政策の推進に取り組む。

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

担当課
予算要求
ポイント事業実績 事業実績

R4 R5 R6予算
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□ ☑ 1

□ □ 2

□ 1

□ 9

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R4決算（Do・Check）　R5.8時点 （千円） [参考] R5当初予算(Action)　R5.3時点 （千円） R5決算（Do・Check）　R6.8時点 （千円） R6当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

R5新規 R6新規 会計 一般会計

R5拡充 R6拡充 款 総務費

その他重要事業 項 総務管理費 内線 2408

目 企画費 作成年月 R6.2

予算額 当初 18,240当初 予算額 当初

補正等 補正等

当初

最終 最終

決算額 決算額

予算額 予算額

主な経費

繰越 繰越

対前年度増減額（当初予算） 18,240

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算）

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

[スケジュール]

R6.3月～5月　　協力隊員受入団体の選定（公募・審査）、活動内容決定
　　6月～7月　　協力隊員の募集（定員に達するまで随時募集）
　　8月　　　　  8協力隊員応募者の面接、決定、活動実施

[事業内容]

1.協力隊員の受入団体及び活動内容の決定
　・協力隊員とともに地域力の維持・強化に積極的に取り組む意欲のある
　  団体を募集し、提案（活動）内容を審査のうえ受入団体を選定し、活動
    内容を決定

2.協力隊員の公募
　・活動内容に応じた募集要項により、協力隊員を公募（R6は5人）
　・応募者を書類・面接により審査し採用者を選定

3.協力隊員の委嘱及び管理
　・公募により選定された者を地域おこし協力隊員として市が委嘱し、受
　  入団体にて活動を行う。
　・委嘱の期間は1年間とするが、受入団体の実情及び協力隊員の個々
　  の能力や適正、本人の意向に応じて最長3年まで期間延長が可能。

4.財源
　特別交付税措置（活動費(人件費)320万円/人、活動経費200万円/人、
　募集等に要する経費300万円/自治体を上限）

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)廃止検討 廃止検討

R4完了 R5完了

R5完了予定 R6完了予定

主な経費 ・報償費、委託料ほか

事業名 20990

枝番・内容 1 地域おこし協力隊の活用

地域政策推進事業費 担当課 地域政策課

区分 予算

目的 概要・外部･若者の視点を活かした地域資源の有効活用策の提案等により、地域の活性化を図る。 ・都市地域の若者を地域おこし協力隊として受け入れ、地域の振興を図るための人材として地域の民間団体と協働で従事する。

05_地域政策課.xlsx_2 21990-1


